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新年のご挨拶

魅
力
発
信
が
世
代
を
超
え
て
つ
な
が
る

よ
う
様
々
な
組
織
・
団
体
等
と
の
協
力
の

も
と
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

当
所
は
こ
れ
ま
で
も
、
市
民
・
企
業
・

地
域
社
会
す
べ
て
が
元
気
に
健
康
で
活

動
で
き
る『
足
腰
の
強
い「
健
都
ふ
く
し

ま
」を
目
指
し
て
』を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
も
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
課
題

を
真
正
面
か
ら
捉
え
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
福
島
市
」の
た
め
に
地
域
活
力
の
源

泉
で
あ
る
会
員
事
業
所
の
皆
様
へ
の
き

め
細
か
な
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
終
息
後
の
福
島
市
の
あ
り
方
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
、
広
域
的
な
連

携
の
強
化
な
ど
様
々
な
事
業
に
取
り
組

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
会
員
事
業
所
の
皆

様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
併
せ
て
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁

栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
に
あ
た
っ

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

注
目
を
集
め
ま
し
た
。
今
後
番
組
を
契

機
と
し
て「
古
関
裕
而
の
ま
ち
・
ふ
く
し

ま
」の
推
進
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
当
所

と
い
た
し
ま
し
て
も
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

広
域
的
な
視
点
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

東
北
中
央
自
動
車
道
の
相
馬
・
福
島
・

山
形
間
が
３
月
ま
で
に
開
通
予
定
で
す
。

交
流
人
口
の
拡
大
と
産
業
振
興
に
欠
か

せ
な
い
高
速
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な

ど
、
目
に
見
え
る
形
で
福
島
市
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
、
広
域
的
な
連
携
強
化
の
た
め
、
近

隣
の
商
工
会
議
所
等
と
の
つ
な
が
り
を

さ
ら
に
深
め
、
魅
力
あ
る
地
域
活
性
化

策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
で
は
、
７
月
に

開
催
予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
野

球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
開
催
は
、
福

島
市
の
元
気
を
内
外
に
発
信
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
本
市
出
身
の
力
士
・
大
波
三

兄
弟
の
活
躍
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ

て
お
り
、
後
援
会
に
よ
る
支
援
や
、
福

島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
へ
の
応
援
を
通
じ

て
ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
を
福
島
か
ら
発
信

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
機
会
を
と
ら
え
、
本
市
の
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皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

新
年
を
迎
え
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
か
ら
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
昨
年
の
１２
月
２０

日
に
は
福
島
市
が
緊
急
警
報
を
発
令
す

る
な
ど
依
然
と
し
て
感
染
拡
大
が
止
ま

ら
ず
、
産
業
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
地
域
経
済
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
所
会
員
事

業
所
に
お
い
て
も
業
種
や
規
模
を
問
わ

ず
、
す
べ
て
の
企
業
で
甚
大
な
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
に
強
い
危
機
感
を
抱
い

て
お
り
ま
す
。

当
所
で
は
、
昨
年
１
月
末
に「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
経
営
相
談
窓

口
」の
設
置
、
引
き
続
き「
経
営
支
援
対

策
本
部
」を
設
置
し
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
生

じ
る
様
々
な
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合

い
、
持
続
化
給
付
金
や
各
種
補
助
金
な

ど
事
業
者
向
け
の
支
援
策
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
会
員
巡
回
な
ど
を
通
じ
て
積

極
的
に
発
信
し
、
経
営
指
導
員
に
よ
る

各
種
相
談
を
通
じ
て
会
員
事
業
者
の
経

営
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
場
の
声
を
丁
寧
に
く
み
取
っ

て
国
や
県
・
市
に
対
す
る
要
望
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
１１
月
に
は
木
幡

浩
福
島
市
長
に
対
し
て「
強
靭
な
中
小
企

業
づ
く
り
に
向
け
て
」な
ど
の
緊
急
要
望

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
飲
食

需
要
を
喚
起
す
る
た
め
、
飲
食
店
に
対

す
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
チ
ラ
シ
の
作
成
補

助
な
ど
を
柱
と
し
た「
ふ
く
し
ま
応
援

（
エ
ー
ル
）お
持
ち
帰
り
ご
は
ん
応
援
企

画
」や「
ラ
ン
チ
で
食
う
ポ
ン
」な
ど
の
販

売
促
進
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
業
種

対
象
に
感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら

営
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
を
支
援
す

る
た
め
に「
コ
ロ
ナ
に
負
げ
で
ら
ん
に
！

安
心
宣
言
店
」ポ
ス
タ
ー
・
ス
テ
ッ
カ
ー

を
作
成
・
配
布
す
る
事
業
も
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

感
染
症
の
拡
大
や
近
年
相
次
ぐ
自
然

災
害
は
危
機
管
理
の
重
要
性
を
強
く
認

識
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
当
所

に
お
き
ま
し
て
も
事
業
継
続
計
画
の
策

定
支
援
や
損
害
保
険
・
共
済
制
度
の
普

及
促
進
を
通
じ
て
事
業
所
の
安
心
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活

動
の
両
立
を
図
る
た
め
の
活
動
は
、
長

丁
場
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
当

所
と
い
た
し
ま
し
て
は
現
場
主
義
に
徹

し
て
会
員
事
業
所
に
寄
り
添
っ
た
経
営

支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
む
所
存
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
福
島
駅
前
通
り
に
福

島
県
立
医
科
大
学
保
健
科
学
部
が
４
月

に
開
学
し
ま
す
。
街
の
活
性
化
に
欠
か

せ
な
い
若
者
が
、
中
心
市
街
地
で
気
持

ち
よ
く
学
び
、
集
い
、
元
気
を
発
信
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
駅
前
通
り
を
中
心
と
す
る

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
感
染
症
対
策

を
講
じ
た
上
で
、
歩
行
者
天
国
の
活
用

な
ど
内
容
の
充
実
を
図
り
、
街
な
か
で

愉
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
多
様
な
世
代

が
集
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
賑
わ
い
の
創

出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
福
島
駅

東
口
再
開
発
事
業
に
お
き
ま
し
て
、
昨

年
の
１２
月
に
福
島
駅
前
の
賑
わ
い
を
創

出
す
る
た
め
、
旧
・
中
合
福
島
店
に「
い

ち
い
街
な
か
店
」と
、
古
関
裕
而
さ
ん
ゆ

か
り
の
品
の
常
設
展
示
な
ど
を
行
う「
街

な
か
交
流
館
」が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
再
開
発
事
業
の
着
実
な
進
展

が
図
れ
る
よ
う
、
地
権
者
の
皆
様
、
福

島
市
、
福
島
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
積
極
的

な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
エ
ー
ル
」は

高
い
視
聴
率
を
記
録
し
、
当
所
が
運
営

し
た「
古
関
裕
而
ま
ち
な
か
青
春
館
」に

は
２
万
３
千
人
が
来
場
す
る
な
ど
大
変

令
和
３
年
　
新
年
の
ご
挨
拶
　

　

『
コ
ロ
ナ
に
打
ち
克
つ
！
』　

福
島
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
　

会
頭

　渡
邊

　博
美
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新年のご挨拶

出店事業者
募集中！

工
会
議
所
は
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最

大
限
活
用
し
、
中
小
企
業
と
地
域
の
発
展
、

日
本
経
済
の
再
生
に
向
け
て
、
先
頭
に

立
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
私
の
年
頭
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

わ
さ
っ
て
風
雪
に
耐
え
る「
石
垣
」に
例
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
石
垣

も
修
復
、
再
構
築
す
る
時
期
に
来
て
い
ま

す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
り
効
率
性
を
高
め
、
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
や
付
加
価
値
を
フ
ェ
ア
に
分
け
合

い
取
引
価
格
の
適
正
化
を
図
る「
大
企
業

と
中
小
企
業
の
新
た
な
共
存
共
栄
関
係
」

の
構
築
が
必
要
で
す
。
商
工
会
議
所
は
、

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
企
業
に
よ
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」の
宣
言

企
業
が
１
，０
０
０
社
を
超
え
る
よ
う
、

積
極
的
に
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
本
年
い
よ
い
よ
開
催
が
見
込

ま
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
、
復
興
五
輪
で
あ
る
と
同
時
に
、

感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
を
両
立

さ
せ
る
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

位
置
付
け
、
国
民
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
近
代
日
本
資
本
主
義
の
父
で

あ
り
、
東
京
商
工
会
議
所
初
代
会
頭
の
渋

沢
栄
一
翁
は
、
関
東
大
震
災
の
混
乱
の
渦

中
に
あ
っ
て
も「
逆
境
の
と
き
こ
そ
、
力

を
尽
く
す
」自
ら
の
信
念
に
よ
っ
て
、
晩

年
に
あ
っ
て
な
お
、
わ
が
国
を
立
て
直
す

べ
く
精
力
的
に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。
渋
沢

翁
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
今
年
も
日
本
商
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
１
月
に
わ
が
国
で
初
め
て

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
報
告

さ
れ
て
か
ら
、
早
く
も
一
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

今
な
お
必
死
に
経
営
努
力
を
続
け
て
お
ら

れ
る
皆
さ
ま
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
わ
れ
わ
れ
全
国
５
１
５
の
商
工
会

議
所
は
、
今
年
も
一
丸
と
な
っ
て
事
業
者

の
皆
さ
ま
と
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
経
済
全
体
は
、
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
昨
年
４

−

６
月
期

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
を
超

え
る
戦
後
最
大
の
落
ち
込
み
を
記
録
し
た

後
、
７

−

９
月
期
に
は
持
ち
直
し
の
動
き

へ
と
転
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
秋
以
降
に

再
び
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
そ
の
後
の
回

復
に
向
け
た
足
取
り
は
依
然
と
し
て
重
い

ま
ま
で
す
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
、
政
府
・

民
間
を
含
め
た
国
全
体
と
し
て
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
遅
れ
、
過
度
な
大
都
市
集
中
の
リ

ス
ク
と
適
切
な
地
方
分
散
化
の
必
要
性
、

危
機
下
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
あ
り

方
、
中
央
と
地
方
の
権
限
分
担
の
あ
り
方

な
ど
、
日
本
の
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
何
よ
り
も「
強
く

豊
か
な
国
で
な
け
れ
ば
国
民
を
守
れ
な

い
」と
い
う
こ
と
に
皆
が
気
付
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
、
新
た
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
地
政
学

上
の
混
乱
等
は
今
後
も
起
こ
り
得
る
も
の

で
あ
り
、
わ
が
国
が
そ
の
よ
う
な
不
確
実

性
の
中
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、

不
確
実
性
を
吸
収
で
き
る
バ
ッ
フ
ァ
と
し

て
の「
戦
略
的
ゆ
と
り
」が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

昨
年
の
菅
政
権
発
足
以
降
、
私
は
政
府

に
対
し
て
こ
の「
戦
略
的
ゆ
と
り
」を
持
つ

必
要
性
、
ま
た
そ
の
た
め
に
も
経
済
成
長

が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
訴
え

て
き
ま
し
た
。
経
済
成
長
は
労
働
投
入
×

資
本
投
入
×
全
要
素
生
産
性
で
定
義
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
深
刻
な
人
手
不
足
の

中
で
、
女
性
や
高
齢
者
な
ど
労
働
参
加
が

大
い
に
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
さ
ら
な
る

労
働
参
加
率
の
向
上
に
は
限
界
が
あ
り
、

将
来
不
安
に
よ
り
消
費
が
伸
び
悩
む
中
で

は
国
内
で
の
新
た
な
設
備
投
資
に
よ
る
資

本
蓄
積
も
多
く
は
望
め
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、

わ
が
国
の
経
済
成
長
の
た
め
に
は
、
残
る

「
生
産
性
の
向
上
」が
必
須
な
の
で
す
。

一
国
の
生
産
性
は「
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ

Ｐ
」
で
表
さ
れ
ま
す
が
、
日
本
は

２
０
１
８
年
時
点
で
世
界
第
3１
位
に
甘
ん

じ
て
い
ま
す
。「
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」は

国
民
一
人
当
た
り
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、

効
率
的
に
働
き
得
ら
れ
た
余
暇
を
人
と
の

繋
が
り
に
充
て
る
こ
と
で
、
幸
福
度
を
向

上
さ
せ
る
指
標
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
私

は
こ
れ
を
日
本
の
新
た
な
国
家
目
標
に
据

え
、
そ
の
引
き
上
げ
の
た
め
に
皆
で
知
恵

を
絞
り
、
汗
を
か
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

日
本
全
体
の
生
産
性
向
上
の
た
め
に
、

商
工
会
議
所
は
、
以
下
の
３
点
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
第
一
は
、
コ
ロ
ナ
禍

へ
の
対
応
支
援
で
す
。
環
境
変
化
に
対
し

て
、
柔
軟
に
素
早
く
対
応
で
き
る
こ
と
が

中
小
企
業
経
営
者
の
強
み
で
あ
り
、
コ
ロ

ナ
を
契
機
と
し
て
新
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
開

発
、
業
態
転
換
、
Ｅ
C
等
も
活
用
し
た
国

内
外
へ
の
販
路
開
拓
な
ど
に
積
極
果
敢
に

挑
戦
す
る
経
営
者
を
、
し
っ
か
り
と
後
押

し
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
た
生
産

性
向
上
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
初
め
て
テ
レ

ワ
ー
ク
を
体
験
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
有

用
性
に
気
付
い
た
経
営
者
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
今

後
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
中
で
、
民
間
企

業
側
も
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
身
の
丈
に
合
っ
た
、
低

コ
ス
ト
で
利
用
可
能
な
Ｉ
Ｔ
導
入
か
ら
始

め
、
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
等
の
支
援
策
も
フ
ル
活

用
し
、
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
三
は
、
取
引
適
正
化
で
す
。
大
企
業

と
中
小
企
業
が
強
固
に
結
び
付
い
た
日
本

経
済
の
強
さ
は
、
大
中
小
の
石
が
組
み
合



若隆元
わかたかもと

若元春
わかもとはる

大波　　渡（わたる） 大波　　港（みなと）

西幕下二十一枚目 東十両五枚目

平成３年（1991）12月29日 平成5年（1993）10月5日
183.0cm 187.0cm
123.4kg 143.0kg

子供の頃から福島の四季折々の自然が大好きでした。
春は桜づつみ公園の桜を見に行き、夏はさくらんぼや
桃などの美味しい果物を食べ、秋は荒川沿いで友人と
芋煮会、冬が近づくと阿武隈川へ来る白鳥達によくパ
ンをあげに行っていました。
花も実もある福島市が大好きです。

子供の頃から食べることが大好きで、福島の銘菓や沢
山のフルーツなどを沢山食べて育ちました。そんな中
でも思い出深いのは、祖母が作ってくれたイカ人参で
す。いまでもあの味が忘れられません。

毎年開催される市民体育祭の個人戦決勝で、父と
戦ったことが思い出に残ってます。
結果は負けてしまいましたが、悔しくてもっと強くなりた
いと思えた大会でした。

（福島市）大波の方に父の実家があるのですが小さい
頃、山を駆け回って遊び回ったのはよく覚えています。
寒くても暑くても山を駆け回って泥だらけになっていま
した。

関取目指して頑張ります。プレッシャーに負けず自分に
打ち勝つよう努力します。

幕内を目指します。昨年は何度かチャンスの場所があ
りましたが、逃してばかりだったので今年こそチャンス
をつかめるよう頑張ります。

コロナの影響で何かと不便が多い世の中ですがみん
なで乗り越えましょう

地元の方々一人ひとりの声が力になります。
コロナの影響で大変な思いをなさってるとは思います
が、どうか応援よろしくお願いします。

7

若隆景
わかたかかげ

しこ名

福島市出身力士

大波三兄弟
　大相撲で注目を集める｢大波三兄弟｣。
幕内の若隆景、十両の若元春、幕下の若
隆元の三兄弟は福島市生まれ、福島市育
ち。そろって学法福島高校相撲部を卒業し
ました。
　三兄弟は場所ごとに「福島県福島市出
身、荒汐部屋」の場内アナウンスと大きな
声援を受けて土俵に上がり、懸命な相撲で
ファンを沸かせています。
　祖父も父も力士を務めた一家に生まれ、
まわし姿が似合う三兄弟には、長い大相撲
の歴史で初となる３人同時関取の期待が
寄せられています。
　大波三兄弟の活躍は、福島市民にとって
も郷土の誇りであり大きな財産です。
　昨年、福島商工会議所や関係者が集
まって「大相撲 大波三兄弟福島後援会」
を立ち上げました。大波三兄弟が稽古に精
進し、強い気持ちと高い技術力、ケガをしな
い体（心技体）を養い、角界で活躍できるこ
とを祈念しました。

　まずは、三兄弟が福島に寄せる想いと会
員の皆様へのメッセージです。

画
像
は
公
益
財
団
法
人
日
本
相
撲
協
会
提
供

大波　　渥（あつし） 本　 名

西前頭二枚目
令和3年
1月場所
番　 付

平成6年（1994）12月6日 生年月日
180.0cm 身　 長
129.0kg 体　 重

福島の果物が大好きです。特に桃が好きで、毎年桃狩
りに行っています。
福島は自然豊かで、人情溢れる温かい人たちばかりで
す。
土湯温泉も幼い頃からよく行っており、大好きです。

福島の
思い出

小学校6年生のわんぱく相撲大会の事を今でもよく思
い出します。
結果は予選落ちで、3年連続で国技館の土俵に上がる
ことができませんでした。3年間悔しい思いをしたから
こそ、いつかみんなを見返してやろうと頑張ってこれま
した。

福島での
エピソード

三役が目標です。
昨年以上の活躍を見せられるよう自分の相撲を磨い
ていきます。

令和３年
の目標

全国的にコロナの感染者が増えてますが、皆さんも感
染予防など出来ることを心掛け、みんなで乗り越えま
しょう。

会員の
皆様へ

メッセージ

さらなる
高みへの
挑戦
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○
入
会
方
法

　
今
月
号
に
同
封
し
た「
大
波
三
兄
弟
福

島
後
援
会
」入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
後
援
会
事
務
局
ま
で
郵

送
、も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、同
時
に
入
会
金
と
年
会
費
を
銀

行
振
り
込
み
で
ご
納
入
願
い
ま
す
。

※
現
金
に
よ
る
納
入
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

今
月
号
に
入
会
の
ご
案
内
を
同
封
し
ま
し
た
。

　大
波
三
兄
弟
福
島
後
援
会
は
会
員
を

募
集
中
で
す
。ぜ
ひ
ご
加
入
い
た
だ
き
、

一緒
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
せ
ん
か
!!

○
会
員
特
典

・
本
場
所
番
付
表
の
送
付

・
日
本
相
撲
協
会
大
相
撲
カ
レ
ン
ダ
ー
の

　
送
付（
年
１
回
）

・
入
会
時
の
記
念
品
送
付

・
巡
業
場
所
ツ
ア
ー
の
ご
案
内（
適
時
）

・
グ
ッ
ズ
販
売
の
ご
案
内（
随
時
）

福島で育った大波三兄弟　思い出の写真集

若隆元 若元春 若隆景

学法福島高のまわしを締めて出場し
た全国高等学校相撲選手権大会。

中１で出場した大会。
土俵下には父の姿も。

高３で世界大会に出場。
右下は現・炎鵬関。

大
相
撲 

大
波
三
兄
弟 

福
島
後
援
会
　入
会
の
ご
案
内

○
年
会
費

　
入
会
金
　
５
，０
０
０
円

　
年
会
費
　

　［
個
　  

　
人
］１
口
１
０
，０
０
０
円
以
上

　［
法
人
・
団
体
］１
口
３
０
，０
０
０
円
以
上

　
※
年
会
費
は
何
口
で
も
加
入
で
き
ま
す

○
寄
附
金

入
会
を
行
わ
ず
に
寄
附
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
事
務
局

　
福
島
商
工
会
議
所
総
務
課

　
　
福
島
市
三
河
南
町
１
-20

　
　
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
８
階

　
　
電
　
話
　
５
７
２
-７
１
１
５（
直
通
）

　
　
F
A
X
　
５
２
５
-３
５
６
６

　
ち
ゃ
ん
こ
若
葉
山

　
　
福
島
市
方
木
田
字
稲
荷
塚
36
-２

　
　
F
A
X 

　
５
６
３
-５
１
３
３

2003.8.2撮影

写真提供：大波文子さん

平成15年・夏、自宅で筋トレ中の
(左から）若隆元、若隆景、若元春
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12
月
14
日
、ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
で

開
催
さ
れ
た
設
立
総
会
に
は
約
40
人
が
出

席
し
た
ほ
か
、マ
ス
コ
ミ
も
多
数
詰
め
か

け
て
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
後
援
会
設
立
の
代
表
発
起
人
を
務
め
た

福
島
商
工
会
議
所
渡
邊
博
美
会
頭
は
、次

の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
福
島
市
出
身
の
三
兄
弟
、前
頭
の
若
隆

景
関
、
十
両
の
若
元
春
関
、
幕
下
の
若
隆

元
は
、「
大
波
三
兄
弟
」と
し
て
角
界
で
も

注
目
を
集
め
、マ
ス
コ
ミ
等
で
も
若
隆
景

関
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
活
躍
を
目
に
す

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
精
進
を

重
ね
て
お
り
、さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し

て
大
変
な
努
力
を
重
ね
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
相
撲
に
対
す
る
真
摯
な
姿
は
、

正
に
福
島
市
民
の
誇
り
で
あ
り
、
3
人
全

員
の
十
両
以
上
の
昇
進
へ
の
期
待
は
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　「
大
波
三
兄
弟
」が
稽
古
に
精
進
し
、強

い
気
持
ち
と
高
い
技
術
力
、
怪
我
を
し
な

い
体
力
と
い
う「
心
技
体
」を
さ
ら
に
養
い
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
飛
躍
さ
れ
る
よ
う
地
元

よ
り
支
援
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
長
い
大
相
撲
の
歴
史
で
も
、
三
兄
弟
の

関
取
は「
鶴
嶺
山（
か
く
れ
い
ざ
ん
）」、「
逆

鉾（
さ
か
ほ
こ
）」・「
寺
尾（
て
ら
お
）」の

井
筒
三
兄
弟
が
有
名
で
あ
り
ま
す
が
、
3

人
同
時
の
関
取
は
前
例
が
な
く
、「
大
波

三
兄
弟
」に
は
是
非
、
史
上
初
の
関
取
同

時
昇
進
を
強
く
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、大
波
三
兄
弟
に
対
し
て
地
域
を

あ
げ
て
応
援
す
る
と
と
も
に
、
福
島
市
だ

大相撲 大波三兄弟福島後援会が発足
三兄弟で史上初の同時関取を目指す若隆景、若元
春、若隆元を応援する｢大相撲大波三兄弟福島後援
会｣が昨年12月に発足しました。
熱い土俵で沸かせる三兄弟に、ふるさと福島から
エールを送ります。

関取とは
　大相撲は本場所での成績によって番付が大きく変わり
ます。番付は下から｢序ノ口｣、｢序二段｣、｢三段目｣、「幕下」、
「十両」、「幕内」の6つに分けられ、「十両」と「幕内」の力士が
「関取」と呼ばれます。
　幕下以下の場合、本場所で相撲を取るのは7日間です
が、関取になると15日間になります。心技体の充実のため
一層の稽古が欠かせません。
　また関取になると、十両、幕内の力士が土俵で一堂に集
まる儀式、｢土俵入り｣を行います。華やかな化粧まわしを締
め、しこ名、出身地、所属部屋がアナウンスされると館内に
は大声援が響くため、入門した力士はまず関取を目指しま
す。そして、さらにその上の頂点を目指します。

参考文献：全部わかる大相撲ガイド（成美堂出版）

け
で
は
な
く
、ゆ
く
ゆ
く
は
福
島
県
全
体

で
応
援
し
て
い
け
る
よ
う
、
皆
様
と
と
も

に
、盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
議
事
で
は
後
援
会
長
に
渡
邊
会
頭
を
、

幹
事
長
に
三
兄
弟
の
母
校
で
あ
る
学
法
福

島
高
校
の
作
田
謙
太
郎
校
友
会
長（
㈱
電

工
社 

代
表
取
締
役
）を
選
出
し
ま
し
た
。

　
三
兄
弟
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
に
出
席
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、お
父
様
で
市
内
方
木
田
で
料
理
店

「
ち
ゃ
ん
こ
若
葉
山
」を
営
む
政
志
さ
ん
と

お
母
様
の
文
子
さ
ん
が
出
席
し
、
喜
び
の

声
を
伝
え
ま
し
た
。

　
政
志
さ
ん
は「
後
援
会
設
立
は
３
人
に

と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
る
。
大
勢
の
人

か
ら
の
応
援
を
自
覚
と
誇
り
に
持
っ
て
懸

命
に
稽
古
に
励
み
、
声
援
に
恥
じ
な
い
相

撲
を
と
っ
て
番
付
を
上
げ
て
ほ
し
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　
文
子
さ
ん
は「
3
人
を
応
援
し
て
く
だ

さ
り
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
怪
我
に
気
を
付
け
て
精
進
し
て
ほ
し

い
」と
話
し
て
、母
親
ら
し
い
気
遣
い
を
見

せ
ま
し
た
。

写真：後援会設立総会

8

特 集



11

会員ビジネスボード

新型コロナウイルス対策特別資金
（実質無利子型） が3/31まで延長されました!!

制
度
概
要

●貸付限度額　4,000万円
●保　証　料　率　負担 ゼロ もしくは 1/2
●貸　付　期　間　10年以内（据置５年以内）
●貸　付　利　率　年1.5%以内（３年間無利子）

福島営業店 ℡ 024-526-1530

感染拡大の影響を受けている事業者の皆様へ

※売上高等の減少について市町村長の認定が
　必要になります。
※詳細や最新の情報は、
　当協会ホームページにて
　ご確認ください。

所報ふくしまに
チラシを同封
しませんか？

福島商工会議所は
販路開拓を支援します

商品の販売促進や自社PRでお悩みの方
チラシ封入サービスをご活用ください

『所報ふくしま』に貴社のチラシを同封して新商品の紹介やお買い得情報などを
約4,000社の会員企業の皆様へお届けします！！

料
金
表（
税
込
）

チラシサイズ 会　員 非会員
A4・B5・
A3（2つ折済み）・B4（同） 40,000円 60,000円

パンフレット
（A4以下かつ30g以下の形状） 50,000円 70,000円

お申込み・お問合せは　総合企画課　☎572-7117

自分専用の書斎orオフィスで集中力UP！
　コロナ禍による自宅でのテレワークが増える中、どこでも安
心して仕事や勉強ができる個室として、パーティションとデス
クが一体になった「Myリトルオフィス」。

　強化段ボール製
で安全性や防水性
が高く、飛沫した
汚 れ など もア ル
コールを含んだも
ので拭き取りOK。
通常のデスク、テー
ブル等と同様なお
手入れができます。
　シンプルな構造
で工具などの道具
が無くても簡単に
組立てられ、場所
をとりません。

事前予約がオススメです
　老舗やきとり屋「花づくし」のテイクアウト専門店が、桜の聖母
高校近くに昨年10月開店しました。
　備長炭で一本一本丁寧に焼き上げる焼き鳥です。おすすめは
国産若鶏を使用した「とりもも」（１本130円）や昔ながらの「納豆」

（同220円）。LINEまたはWEBからの事前予約がオススメです。

“My リトルオフィス” 販売開始!!老舗の味を自宅で！贅沢な晩酌にぜひどうぞ

㈱福良梱包
福島市庄野字一本柳１-14　TEL 024-593-4122　FAX 024-593-4103
か8：20～17：15　け土・日曜、祝日　も５台
https://www.fukuyoshi-packing.com/

やきとり花づくし　テイクアウト店
福島市野田町5丁目3-3　TEL 080-9639-4626
か16：00～21：00（売り切れ次第終了）　け不定休
も１台
https://hanadukushi.net/

無料情報発信
コーナー 会 員
ビジネスボード

自社の新商品、新サービスなどをご紹介できる会員限定の
無料情報発信コーナーです。掲載情報の詳細やお取引に関
しては、取引当事者間で直接ご連絡願います。万一トラブ
ルが生じても当所は責任を負いかねます。
掲載をご希望の方は総合企画課（☎ 572−7117）まで
お問合せください。

訂正：12月号「新会員のご紹介」で「やきとり花づくし テイクアウト店」の電話番号の記載に誤りがありました。
　　　左上でご紹介した番号にお詫びして訂正します。

10
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渋沢栄一とその思想に学ぶ

第
10
回渋

沢
栄
一
の
楽
し
む
力

　
渋
沢
栄
一
の
息
子
で
あ
る
秀
雄
が
、
父
に

ま
つ
わ
る
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
て
い

ま
す
。

　《
銀
座
尾
張
町
に
あ
る
服
部
時
計
店
の
創
始

者
服
部
金
太
郎（
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
創
業
者
：
引
用
者
注
）は
、
い
つ
も
栄
一

の
勧
誘
で
多
額
の
寄
付
金
を
し
て
く
れ
る
人

だ
っ
た
。
そ
の
服
部
が
、
あ
る
日
ク
ラ
ブ
で

友
人
と
将
棋
を
指
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
栄
一

が
顔
を
出
し
て
こ
う
い
っ
た
。

「
い
ま
イ
タ
リ
ア
の
骨
相
学
者
に
骨
相
を
見
て

も
ら
っ
た
ら
、
私
は
百
ま
で
生
き
る
そ
う
だ
」

と
た
ん
に
服
部
は
将
棋
を
や
め
て
立
ち
上
が

る
と
、

「
そ
り
ゃ
大
変
だ
。
渋
沢
さ
ん
が
百
ま
で
生
き

て
は
、
こ
れ
か
ら
さ
き
、
ど
れ
だ
け
寄
付
金

の
ご
用
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
将
棋
ど
こ

ろ
の
騒
ぎ
じ
ゃ
な
い
。
も
っ
と
稼
が
な
く
ち
ゃ

…
…
」》

　
と
て
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す

が
、
実
際
に
何
か
事
あ
る
ご
と
に
寄
付
金
集

め
に
熱
心
だ
っ
た
栄
一
を
ケ
ム
た
が
っ
た
実

業
家
と
い
う
の
は
、
少
な
か
ら
ず
い
た
そ
う

で
す
。

　
い
わ
ば
損
な
役
回
り
を
買
っ
て
出
て
い
た

栄
一
で
し
た
が
、
で
は
義
務
感
か
ら
こ
う
し

た
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　《
わ
た
し
に
は
社
会
事
業
を
楽
し
む
癖
が
あ

る
》《
現
に
二
松
学
舎
の
資
金
寄
付
集
め
に
つ

い
て
も
、「
ま
た
渋
沢
の
寄
付
取
り
か
」と
、
し

か
め
っ
面
を
し
た
金
持
ち
も
い
た
と
い
う
。
こ

ん
な
風
に
思
わ
れ
て
は
、
あ
ま
り
よ
い
気
持

ち
は
し
な
い
は
ず
だ
が
、
わ
た
し
に
と
っ
て

そ
ん
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
苦
痛
に
感
じ
ら
れ

な
い
。
わ
た
し
は
、
社
会
事
業
の
た
め
に
力

を
尽
く
す
の
を
何
よ
り
の
楽
し
み
と
し
て
い

る
か
ら
な
の
だ
。
こ
れ
を
楽
し
み
に
感
じ
て

い
な
け
れ
ば
、
と
て
も
寄
付
金
を
も
ら
う
た

め
に
駆
け
ま
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
人
に

頼
ま
れ
た
義
理
や
、
世
間
の
評
判
を
取
る
く

ら
い
の
こ
と
で
は
、
と
て
も
や
れ
る
も
の
で

は
な
い
の
だ
》『
論
語
講
義
』引
用
者
訳

　
こ
れ
は『
論
語
』に
あ
る
、

「
何
か
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を

好
き
だ
と
い
う
境
地
に
及
ば
な
い
。
し
か
し

そ
れ
も
、
楽
し
ん
で
い
る
境
地
の
深
さ
に
は

か
な
わ
な
い（
こ
れ
を
知
る
者
は
こ
れ
を
好
む

者
に
如
か
ず
。
こ
れ
を
好
む
者
は
こ
れ
を
楽

し
む
者
に
如
か
ず
）」『
論
語
』雍
也
篇

　
と
い
う
一
節
に
対
す
る
栄
一
の
実
体
験
に

基
づ
く
解
説
で
す
が
、
社
会
の
た
め
に
尽
く

せ
て
嬉
し
い
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
―
―
そ
ん
な

気
持
ち
を
、
栄
一
は
原
動
力
に
し
て
い
た
か

ら
こ
そ
常
に
前
に
進
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

作
家
・
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
客
員
教
授

 

守
屋
　
淳

◆
守
屋
　
淳
／
も
り
や
・
あ
つ
し

　
１
９
６
５
年
生
ま
れ
。

早
稲
田
大
学
第
一
文
学

部
卒
業
。
現
在
は
作
家

と
し
て『
孫
子
』『
論
語
』

『
韓
非
子
』『
老
子
』『
荘

子
』な
ど
の
中
国
古
典

や
、
渋
沢
栄
一
な
ど
の

近
代
の
実
業
家
に
つ
い
て
の
著
作
を
刊
行
す
る
か
た
わ

ら
、
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
ア
ル
ム
ナ
イ
ス
ク
ー
ル

に
お
い
て
教
鞭
を
と
る
。
著
訳
書
に
34
万
部
の『
現
代

語
訳
　
論
語
と
算
盤
』や『
現
代
語
訳
　
渋
沢
栄
一
自

伝
』、
シ
リ
ー
ズ
で
２０
万
部
の『
最
高
の
戦
略
教
科
書
　

孫
子
』『
マ
ン
ガ
　
最
高
の
戦
略
教
科
書
　
孫
子
』『
組
織

サ
バ
イ
バ
ル
の
教
科
書
　
韓
非
子
』な
ど
が
あ
る
。

２
０
１
８
年
４
〜
９
月
ト
ロ
ン
ト
大
学
倫
理
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
研
究
員
。

INPIT 知財総合支援窓口

相談・支援は無料です

TEL 024−963−0242

知財のことならご相談ください

一般社団法人 福島県発明協会

特　許

意　匠

商　標

著作権

当所の中小企業相談所担当職員から、事業主の方に経営改善やお悩み
解決にお役立ていただくための情報を提供するコーナーです。

こちら中小企業相談所

TEL.024-536-3900

12

こちら中小企業相談所

融資限度額
2,000万円

商工会議所の「マル経融資」
機械備品・車両等の購入、運転資金に。
詳しくは、当所までお問合せ下さい。

無
担
保

無
保
証
人

低
金
利

　当所中小企業相談所では、個人事業者の皆さんの決算・確定申告書および消費税確定申告書作成のお手伝いを毎年
しております。本年も下記の通り実施いたしますので、ぜひご相談ください。

商工会議所で
簡単・安心・
有利な申告！

◎経営指導員が１対１で対応いたします。

◎減価償却費や住宅控除などの計算もご相談ください。

◎出来上がった決算書・申告書は、当所が依頼する税理士がチェックします。

◎税理士チェック済みの決算書・申告書は皆さんの代わりに税務署へお届けします。

令和２年分所得税決算・確定申告のご相談について
対　　象　個人事業者の方（白色申告の方もどうぞ）

相談期間　令和３年２月１日㈪～３月12日㈮　平日９～12時、13～16時　（土・日・祝日を除く）

　　　　　事前予約制となります。今回初めてご相談される方は、予め電話でご予約ください。
　　　　　※前回ご相談された方には、当所より予定日時をご案内いたします。
会　　場　コラッセふくしま８階　福島商工会議所　会議室

必要書類　・令和２年分の決算、確定申告に使用する書類一式（税務署から送付されたもの）および印鑑

　　　　　・令和元年分の決算書、確定申告書の控え

　　　　　・生命保険料や地震保険料（旧長期損害保険料を含む）の控除証明書、小規模企業共済の証明書

　　　　　・健康保険料や介護保険料など社会保険料の支払額が分かるもの

　　　　　※ 国民年金保険料については、控除証明書（日本年金機構から送付されたもの）または領収証の添付が

必要ですので忘れずにお持ちください。

※ 土地や建物の譲渡所得のような複雑な事案がある場合は、恐れ入りますが税務署や税理士事務所等でご相談くださいま

すようお願いいたします。

※ 医療費控除を受ける場合は、必ず「医療費控除の明細書」をご記入の上ご持参ください。

　（※明細書が必要な方は国税庁ホームページよりダウンロードしてください。）

※ コラッセふくしま専用駐車場は最初の30分のみ無料です。期間中はコラッセふくしま内のイベント等により駐車場の混

雑が予想されますので、公共交通機関での来所をお勧めいたします。

消費税確定申告のご相談について
当所では消費税の確定申告書作成のお手伝いも実施いたします。

相談期間　令和３年３月17日㈬～３月30日㈫まで　（予定）

※申告書を作成するためには、事前にご記入いただく書類（計算表等）があります。
　ご相談の前に選択されている課税制度（一般課税・簡易課税）を必ずご確認のうえ、当所にご連絡ください。

お問合せ・ご相談は　当所中小企業相談所　☎536−3900（平日９：00～17：00）まで
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福島商工会議所女性会 圓・青年部トピックス

まどか

福
島
商
工
会
議
所

女
性
会

12
月
活
動
報
告

年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
行
事
の

中
止
や
各
種
活
動
へ

の
制
約
な
ど
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

皆
様
の
事
業
所
で
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
上
で
女
性
会
活
動
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
各
方
面
よ
り
温

か
い
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
の
全
国
大
会
福
島
大
会
を
郡
山
市
で
開
催

予
定
で
す
。
県
内
の
女
性
会
の
皆
様
の
お
力
を

結
集
し
て
盛
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
見
通
し
が
立
て
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　
感
染
症
が
一
日
も
早
く
収
束
し
て
社
会
経
済

の
回
復
が
で
き
ま
す
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
会

員
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

定
例
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
ン
チ
会

　
１２
月
１
日
、

２4
名
が
参
加
し

て
吉
川
屋
さ
ん

で
開
催
し
ま
し

た
。

　
定
例
会
、
食

事
、
花
時
計
募

金
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
レ
ッ
ス

ン
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　駅
前
花
時
計
植
替
え

　
１２
月
９
日
、
１5
名
が
参
加
し
て
福
島
明
成
高

校
の
生
徒
さ
ん
と
と
も
に
福
島
駅
東
口
に
女
性

会
が
設
置
し
て

い
る
花
時
計
の

植
え
替
え
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
色
と
り
ど
り

の
ビ
オ
ラ
約

１
千
本
を
並
べ

て
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
表
現

し
ま
し
た
。

新

青
年
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

U
RL  http://w

w
w

.fyeɡ.jp/

令和３年度役員体制が決定　臨時総会を開催

和
２
年
度
第
１
回
臨
時
総
会
が

１１
月
２6
日
、
ザ
・
セ
レ
ク
ト
ン

福
島
で
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
役
員

体
制
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

　
議
事
の
結
果
、
令
和
３
年
度
会
長
に

佐
藤
雅
一
副
会
長（
佐
藤
マ
シ
ナ
ッ
ク
ス

工
商
㈱
常
務
取
締
役
＝
写
真
）を
選
出
し

た
ほ
か
、
左
記
名
簿
の
方
々
を
役
員
に

選
出
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和

３
年
４
月
１
日

か
ら
一
年
。

　
佐
藤
次
年
度

会
長
は「
青
年

部
を
通
じ
て
出

会
っ
た
素
晴
ら

し
い
仲
間
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
全

員
で
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
福
島
か

ら
元
気
を
発
信
し
よ
う
」と
挨
拶
し
ま
し

た
。
総
会
後
は
、
令
和
元
年
度
日
本
商

工
会
議
所
青
年
部 

田
中
暢
之
会
長
の
講

演
を
聴
講
し
ま
し
た
。

令役　職 氏　名 事　業　所　名

１ 会　　 長 佐藤　雅一 佐 藤 マ シ ナ ッ ク ス 工 商 ㈱
２ 副 会 長 野地　利彦 ㈱ 福 南 電 気
３ 副 会 長 野地　大輔 ㈱ 晃 建 設
４ 副 会 長 安部　　茂 東 栄 物 産 ㈱
５ 専 務 理 事 西形　吉和 ㈱ 西 形 商 店
６ まつり担当理事 佐藤　良智 ㈱ ア プ ト
７ 出 向 理 事 大内　淳子 ㈲ ユ ニ オ ン リ ン グ
８ 出 向 理 事 渡辺　　仁 新 広 建 設 ㈱
９ 理　　 事 林　　善克 タ カ ラ 印 刷 ㈱
10 理　　 事 太田　　哲 ㈱ 四 輪 販 売 福 島
11 理　　 事 宮崎　貴志 ス ナ ン エ キ ス プ レ ス ㈱
12 理　　 事 森藤　洋紀 森 藤 食 品 工 業 ㈱
13 理　　 事 加藤　孝之 加 藤 鉄 工 ㈱
14 理　　 事 大和田真生 ㈱ 大 丸 工 務 店
15 理　　 事 菅原　高志 ㈲ 造 建 築 事 務 所
16 理　　 事 渡辺　勝幸 ㈱ エ フ イ ー シ ー
17 理　　 事 山田真樹人 ㈱ 福 島 映 像 企 画
18 理　　 事 猪股佳央里 美容カイロプラクティックラボLuz
19 理　　 事 紙谷　瑞恵 ㈱ ユ ア ラ イ フ
20 理　　 事 加藤　淳志 ㈲ カ ト ウ サ イ ン テ ッ ク
21 監　　 事 加藤　貴之 （社福）　多　　　 宝 　　　会
22 監　　 事 田中　富幸 ㈲ 田 中 セ メ ン ト 工 業
23 直 前 会 長 渡邉　啓道 渡 辺 司 法 書 士 事 務 所
24 相 談 役 大久保晴美 Ｄ ａ Ｄ ａ

新
年
ご
あ
い
さ
つ

�

　会�

長

　追
分

　富
子
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会議所のうごき

会
議
所
の

う
ご
き

KAIGISHO
NO

UGOKI

第
３
期
福
島
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画（
案
）

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

会
員
企
業
人
事
担
当
者
と
高

等
学
校
　
就
職
指
導
教
諭
と

の
意
見
交
換
会

顧
客
を「
動
か
し
」…

売
上「
ア
ッ
プ
」に
つ
な
げ
る

即
効
集
客
術
セ
ミ
ナ
ー

ス
イ
ー
ツ
試
食
会 　

当
所
に
事
務

局
を
置
く
福
島

市
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会

（
渡
邊
博
美
会

長
）は
、
市
が

取
り
ま
と
め
た

第
３
期
福
島
市

中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画

（
案
）に
関
す
る
意
見
書
を
取
り
ま
と
め
、
木
幡

市
長
に
提
出
し
た
。

　
協
議
会
で
は
計
画（
案
）の
内
容
を
妥
当
で
あ

る
と
判
断
し
、
推
進
に
あ
た
っ
て
は
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
た
対
応
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
等
へ
の

支
援
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
配
慮
を
望
ん
だ
。

　
当
所
で
は
、
ふ
く
し
ま
の
フ
ル
ー
ツ
を
活
用

し
た
ス
イ
ー
ツ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
取
り

組
む
事
業
者
の
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
、
伴
走

型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　
ザ
・
セ
レ
ク
ト
ン
福
島
で
開
催
し
、
87
名
が

出
席
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局
の

半
沢
治
久
局
長
が

「
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
エ
ー
ル
」と
ふ
く
し

ま
」と
題
し
て
講
演

し
た
。

　
福
島
ロ
ケ
で
見
ら
れ
た
福
島
の
人
々
の
温
か

さ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
手
探
り
の
制
作
が
続
い
た
こ

と
、
２
カ
月
半
の
放
送
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

な
が
ら
も
高
い
視
聴
率
に
恵
ま
れ
た
こ
と
な
ど
、

様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
い
た
だ
い
た
。

　
第
２
部
で
は
、

福
島
高
校
出
身

で
昨
年
９
月
に

復
興
大
臣
に
就

任
し
た
平
沢
勝

栄
大
臣
の
講
話

を
聴
講
し
た
。

　
雇
用
育
成
委
員
会
が
主
催
し
、
県
北
地
域
の

高
校
で
就
職
指
導
を
担
当
す
る
９
名
の
教
諭
と

会
員
企
業
１０
社

な
ど
計
3２
名
が

出
席
し
た
。

　
高
校
側
か
ら

は
コ
ロ
ナ
禍
で

の
厳
し
い
求
人

状
況
に
関
す
る

見
通
し
や
、
就

職
指
導
で
留
意

す
べ
き
点
に
つ

　
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
佐
藤
志
憲

代
表
が
講
演
し
、
２3
名
が
受
講
し
た
。

　
佐
藤
代
表
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
お
客
様
と
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
お
客
様
の
琴
線

に
響
く
キ
ー
ワ
ー
ド

の
重
要
性
を
説
き
つ

つ
、
安
心
し
て
来
店

し
て
も
ら
え
る
お
店

づ
く
り
の
重
要
性
も

強
調
し
た
。

い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、企
業
側
か
ら
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
高
い
人
材
を
欲
し
て
い
る
こ
と
や
業

界
、
企
業
研
究
を
一
層
進
め
て
ほ
し
い
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
㈱
エ
イ
チ
・
エ
ー
エ
ル
の
三
上
康
一
氏
が
講

師
を
務
め
た
。

　
三
上
氏
は
、
感
染
症
や
自
然
災
害
な
ど
経
営

環
境
を
取
り
巻
く
脅
威
が
増
え
る
中
、
事
業
を

継
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
事
業
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
か
説
い
た
上
で
事
業

計
画
の
作
成
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。

　
本
年
度
は

同
事
業
に
新

規
４
社
、
継

続
６
社
の
計

１０
社
が
参
加

し
、
専
門
家

と
当
所
経
営

指
導
員
が
事

業
者
の
悩
み

に
応
じ
て
い

る
。

　
今
回
は
コ

ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
館
内
に
勤
務
す
る
職
員
を
対

象
に
し
た
試
食
会
を
開
催
し
、
味
覚
や
大
き
さ
、

価
格
な
ど
貴
重
な
意
見
を
募
っ
た
。

12月

12月

12月

12月

1日

10日

10日

8日

議
員
懇
話
会

事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー

12月

12月

9日

15日



表３

　今日、パソコンなどのIT機器やインターネットが社会の隅々まで普及する一方で、標的型攻撃を含むサイバー
攻撃による情報漏えい被害も少なからず起きています。被害に遭ってしまった企業は、自社だけでなく顧客や取
引先にも重大な損害を与え、社会的信用を失う恐れすらもあります。中小企業の皆様にとっても情報セキュリ
ティ対策は喫緊の課題といえるのではないでしょうか。
　とはいえ、「セキュリティ対策、何から手を付けたらいいかわからない。」
　そんな皆様、まずは「SECURITY ACTION」自己宣言からはじめませんか。
　下記にご案内するお手軽な「SECURITY ACTION」自己宣言制度の活用により、ご自身が取組むセキュリティ
対策を外部にアピールいただくことで、顧客からの評価および信頼性の向上に役立てていただくことができます。
「SECURITY ACTION」（一つ星）宣言の実施手順は下記のとおりです。
　ぜひご検討ください！

◆STEP-１　「情報セキュリティ5か条」に取組むことを宣言する
　　　　　　https://www.ipa.go.jp/files/000055516.pdf
◆STEP-２　下記リンク先の自己宣言の手順を確認し、「自己宣言する」ボタンを選択する
　　　　　　https://security-shien.ipa.go.jp/security/index.html

独立行政法人
情報処理推進機構（IPA）

からのお知らせ

SECURITY ACTION　自己宣言で
　　　　　　 セキュリティ対策を強化！

実施手順

◆「よくある質問」はこちらをご覧ください
　https://www.ipa.go.jp/security/security-action/faq/index.html

◆「お問い合わせ」はこちらからお尋ねください
　https://security-shien.ipa.go.jp/portal/inquiry/index.html

SECURITY ACTIONはこちらで解説しています
https://www.ipa.go.jp/security/security-action/sa/index.html

福島ユナイテッドFC 
　2021シーズン クラブユナイテッド会員募集中！
福島ユナイテッドFC 
　2021シーズン クラブユナイテッド会員募集中！

福島ユナイテッドFCオフィシャルファンクラブ「クラブユナイテッド」が、
試合観戦に一層特化した内容に生まれ変わりました！ご入会いただくこと
で、今まで以上にお得にご観戦いただけます。

①特典チケットが充実！
会員種別に応じて、ホームゲーム
全試合でご使用いただける観戦チ
ケットがついてきます。
お一人で、何試合も観戦すること
も、ご家族・ご友人と１試合でご
使用いただくことも可能です。

②会員割引がさらにお得に！
2021シーズンから、チケット価
格が一部変更となりますが、ファ
ンクラブ会員ならお安くご購入い
ただくことができます。価格差は、
最大800円！

③小中高生は全試合観戦可能！
ジュニア会員は、1,000円で全て
のホームゲームをご観戦いただけ
ます。２試合以上の観戦するなら、
ジュニア会員がお得！

◇会員種別・特典一覧表

◇ここが変わった　2021シーズンの「クラブユナイテッド」

福島ユナイテッドFC　https://fufc.jp/　福島市飯坂町字筑前7-1　℡024-573-8203

詳細・お申込はこちらから！▶
https://fufc.jp/news/10448/

カテゴリー プレミアム ゴールド レギュラー ジュニア（小中高）
金 　 額 30,000円 10,000円 3,000円 1,000円
チ ケ ッ ト 12枚 ８枚 ２枚 全試合観戦パス
ユニフォーム ○ × × ×
会 員 証 ○ ○ ○ ○
来場ポイント ○ ○ ○ ○
限定イベント ○ ○ ○ ○
チケット割引 一般価格よりお得な会員価格でご購入いただけます
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福
島
商
工
会
議
所

　ふ
く
し
ま
一
月
号

発

　行	

令
和
三
年
一
月
十
日

　
　
　
　
　第
八
〇
八
号

　
　
　
　
　福
島
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　〒
九
六
〇
︱
八
〇
五
三

　
　
　
　
　福
島
市
三
河
南
町
一
︱
二
〇

　
　
　
　
　☎（
〇
二
四
）五
三
六
︱
五
五
一
一

印
刷
所	

㈱
日
進
堂
印
刷
所

編
集
後
記

　
福
島
市
出
身
の
大
波
３
兄

弟
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
期
待
さ

れ
る
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
力
士
が
神
聖
な
土
俵
で
四
股

を
踏
む
の
は
邪
気
を
追
い
払
う

た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
桃
も

邪
気
を
払
う
ラ
ッ
キ
ー
ア
イ
テ
ム
と
さ
れ
て

お
り
、
３
力
士
も
福
島
の
桃
が
大
好
き
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
力
強
い
相
撲
で
、
何
か
と
先
が
見

通
し
づ
ら
い
福
島
に
希
望
を
与
え
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
役
立
つ
情

報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。「
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見
え
た
か
ら

や
っ
て
み
よ
う
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
記
事

づ
く
り
に
励
み
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

（
朋
）

　「いちご狩り」今年も始まりました！
　和田観光いちご園のいちご狩りが始まりました。朝
採りの新鮮ないちごも多品種直売しています。（売り切
れもありますので先ずお電話を）
※ 新型コロナウイルス感染症の影響により来園が困難

な方に向け、地方発送も可能ですのでお問合せ下さい。
また、ハウスの中でバーベキューもできます。ご家
族でお越し下さい！

 いちご狩り 　30分食べ放題（10：00～16：00）
　入園料（大人※小学生未満半額）
　　・１/ ３ ～ １/ ９（要予約） 1,700円
　　・１/10 ～ ４/ ４ 1,600円
　　・４/ ５ ～ ５/ ５ 1,300円
　　・５/ ６ ～ ５/31 1,000円

【お問い合わせ】
　和田観光苺組合
　℡ 0244-36-5535（10：00～16：00）

　　感染症対策をとり、今年も開催します！
　第44回上杉雪灯篭まつり

　雪灯篭のやわらかい灯りと幻想的な雰囲気に包まれ
る、米沢の冬の風物詩「上杉雪灯篭まつり」。今年は新
型コロナウイルス感染症の予防対策をとりながら皆様
に楽しんでいただけるよう、事前予約制とし、例年と
規模・内容を変更して開催します。詳細は、１月上旬
に上杉雪灯篭まつりホームページに掲載いたします。

■日　時　令和３年２月13日（土）・14日（日）
　　　　　13時～21時　※14日は20時まで
■場　所　①米沢城本丸跡（お堀の内側）
　　　　　②ポポロ跡地・市立米沢図書館前
■内　容　①雪灯篭・雪ぼんぼり点灯
　　　　　②竹あかり及びキャンドルゾーン
■Ｈ　Ｐ　http://yukidourou.yonezawa-matsuri.jp/
■予　約　１月15日より上記ＨＰで受付開始予定
■お問い合わせ
　℡ 0238-21-5111（米沢商工会議所）

昨年の様子

相馬・米沢広域観光情報
　　　　　 【東北中央自動車道がつなぐ】

　東北中央自動車道の開通に向けて長年取り組んできた福島・相馬・米沢の３商工会議所で
は、３都市間の交流人口の促進を図るため、各市のイベントや旬の情報を紹介しています。
　お出掛けの際は最新情報をチェックし、各施設等の新型コロナウイルス感染防止策に従っ
てください。

通行料無料 !

当所へのお電話は便利な
ダイヤルインをご利用ください
総 務 課 ☎572－7115
商工サービス課 ☎572－7116
総 合 企 画 課 ☎572－7117
地 域 振 興 課 ☎572－7118
経 営 支 援 課 ☎536－3900

業務担当課が不明な際は下記まで
代　表 ☎536－5511

相馬 米沢


